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三
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衆
議
院
議
員
竹
内
猛
君
提
出
公
有
地
の
使
用
と
地
方
行
政
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。 内

閣
衆
質
八
五
第
一
三
号 

昭
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十
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年
十
一
月
十
四
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内
閣
総
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大
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三 

 
衆
議
院
議
員
竹
内
猛
君
提
出
公
有
地
の
使
用
と
地
方
行
政
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て 

御
質
問
に
係
る
一
〇
五
一
番
の
土
地
と
一
〇
七
五
番
の
土
地
と
の
間
に
介
在
す
る
水
路
の
境
界
確
定
に
つ
い

て
は
、
御
承
知
の
と
お
り
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
十
二
日
、
国
有
財
産
法(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号)

第
三
十
一
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
隣
接
地
の
所
有
者
の
立
会
い
を
求
め
て
協
議
を
行
つ
た
が
、
当
該
境
界
確

定
の
協
議
は
不
調
に
終
わ
つ
た
と
聞
い
て
い
る
。 

一
般
に
境
界
確
定
に
当
た
つ
て
は
、
関
係
者
が
公
図
そ
の
他
の
地
図
、
境
界
標
識
、
地
形
等
の
証
拠
に
よ
り

自
己
の
見
解
を
主
張
す
る
も
の
で
、
そ
の
解
決
に
は
多
く
の
困
難
を
伴
う
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
関
係
者
間
で

境
界
確
定
の
協
議
が
整
わ
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
訴
訟
に
よ
る
裁
判
所
の
判
決
に
よ
ら
な
け
れ
ば
境
界
の
確

定
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 



四
に
つ
い
て 

ま
た
、
公
図
は
、
も
と
も
と
租
税
徴
収
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
明
治
初
期
に
作
製
さ
れ
、
土
地
台
帳
附

属
地
図
と
し
て
税
務
署
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
昭
和
二
十
五
年
七
月
三
十
一
日
台
帳
事
務
を
登

記
所
で
取
り
扱
う
こ
と
と
な
つ
た
た
め
、
台
帳
と
と
も
に
登
記
所
に
移
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
つ

て
各
筆
の
土
地
の
位
置
、
形
状
、
配
列
等
の
概
略
を
知
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
の
で
、
登
記
事
務
の
処
理
上
、

参
考
図
面
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
現
地
を
正
確
に
表
示
し
て
い
る
も
の
と
は
断
定
で
き
な
い
。 

右
答
弁
す
る
。 

御
質
問
に
係
る
土
地
の
境
界
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
仮
定
の
御
質
問
に
対
す
る
答
弁
は
差
し
控
え
た

い
。 

四 

 




